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まえがき

　ＱＣサークル愛知地区は、東海支部の４地区の中では最も行事参加者が多く、人気

のある行事においては参加人員を制限したり、開催回数を増加したりして対応してい

る行事もあります。

　活性化委員会・行事ワーキンググループでは、このような地区行事の質を更に向上

させるために「行事のねらい・内容」を整理しましたので、幹事として愛知地区行事の

内容を知って頂くために配布します。

　この資料は、２０２４年度時点での行事内容で記載してありますので、行事によっ

ては、担当される幹事会社が、前回の課題や反省点を踏まえて新しい企画の織り込み

をされている場合もあります。従って、幹事として最小限知っておいて頂きたいこと、

心得て頂きたいことを整理したものであることをご理解下さい。

　以上のことから、完成度の高い内容とは言えない部分もありますので、内容のさら

なる向上は役員・幹事の皆様から広く意見を集めながら随時進めていきますので、お

気づきの点がありましたら、委員会メンバーか地区事務局までお知らせ頂きますよう

お願いいたします。
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ＱＣサークル　事務・販売・サービス 研修会（製造部門可）



１．ＱＣサークル愛知地区の行事計画
  ［ 研 修 会 ・ 交 流 会 ］

ＱＣサークル  ・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の、
   リーダー研修会（初級） 　QCサークルの新任リーダー、及び次期リーダーを対象に、
　（1日研修を２回開催） 　 “ＱＣｻｰｸﾙ活動の基本” と “ﾘｰﾀﾞｰの役割”についての講話

　並びに体験学習を通じて、リーダーシップの育成とＱＣ手法を
　習得する場です。

ＱＣサークル  ・事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の、ｻ－ｸﾙﾘｰﾀﾞｰ 、
事務・販売・サービス研修会 　メンバーを対象に　“ＱＣサークル活動の基本と役割”の講話、
〔含む医療・福祉〕 　体験学習を通じて、日頃の活動の悩みや問題点についての
　（1日研修を２回開催） 　情報交換などで相互研鑽を行います。

ＱＣサークル  ・ＱＣサークル活動に対する理解を深め、自己革新を図 り、 今、
推進者・支援者・事務局 　推進者 ･支援者としてＱＣサークル活動の関り方はどうあるべき
合宿研修会 　か、その考え方を具体的に模索し、進むべき方向を見出すと共

　に、交流を通じてヒューマンネットワークづくりを目指します。
　※2014年から、事務局コース追加

ＱＣサークル  ･中級リーダーを対象に、他企業との交流を実施することにより、
   リーダー研修会（中級） 　活性化ノウハウを学ぶとともに、リーダーの悩み等について意

　見交換をする場です。 さらに、体験学習を通じて問題解決の
　ステップ及びＱＣ手法の習得を行い ます。

  [ＱＣサークル大会］

ＱＣサークル  ・体験談発表では世話人の中身の濃い指導と改善事例を基に、
   いきいき事例研究大会 　参加者とパネラーが一体となったワイワイ研究会を実施し、成功

　例 ・失敗例を含め活発な討論を行う、相互啓発の場です。
・製造部門と事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕部門のサークル

ＱＣサークル 　改善の事例聴講を通じ、活動の質的向上に役立てる。
   カキツバタ大会 ・QCサークルを導入して間もない企業や社外発表の経験がない

　サークルの交流の場とし、地区発表大会への「入口」となります。

ＱＣサークル 　いる企業の方々に、体験談発表等を通じてＱＣサークル活動
　フレッシュ＆チャレンジ大会 　の基本を理解して頂くとともに新入社員などの教育の場です。

 ・体験談発表は、フレッシュ部門、チャレンジ部門それぞれ会場を
　分けて発表します。

ＱＣサークル  ・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の、
　職場改善飛躍成果 　職場第一線の方々の頑張りによって成果を挙げたﾌﾚｯｼｭな
　　発表大会 　事例からﾁｬﾚﾝｼﾞする事例、推進事例に至るまで総合的な

　管理・改善に関する成果発表が行われる相互研鑽の場です。
ＱＣサークル ・製造部門と事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕部門の
ステップアップ大会 　ｻｰｸﾙ改善事例の聴講を通じ、活動の質的向上、

　活性化に役立てる。
  ［懇  談  会］

ＱＣサークル  ･愛知地区幹事会社、愛知地区企業の経営者 ・代表者層の方と、
   企業代表者懇談会 　ＱＣサークル活動についての認識及び相互交流を行います。

　併せて、ＱＣサークル活動の普及 ・拡大を行います。
 ･24年度より企業訪問という形式での開催も試行中です。

行    事    名 時期 企画の内容

３月下旬
（1日コース　2回）

- ２ -

行    事    名 時期

７月下旬

７月中旬
（1日コース　2回）

１０月中旬

６月中旬

５月中旬
事例発表会

改善Fes

企画の内容

１２月中旬

４月初旬

１１月中旬
（日帰り2日間）

９月下旬
（日帰り2日間）

　※2016年より、【入門ｺｰｽ】を追加、2021年より課題入門ｺｰｽを追加

 ・ＱＣサークルを導入して間もない企業、これから導入 しようとして

行    事    名 時期

企画の内容



メモ

- ３ -



２．１　ＱＣサークルリーダー研修会（初級）

１．行事のねらい ＱＣサークルリーダーになって間もない方、間もなくリーダーになられる方を対象に、「ＱＣ

サークル活動の基本を学び、日頃の困っていることについて他社の同じような立場の人達

との討議や体験学習を通じて、解決策やそれにつながる情報・ヒントを見出す。

２．参加して頂きたい方  ・ＱＣサークルリーダーになって間もない方

 ・間もなくＱＣサークルリーダーになる方

 ・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の方

３．募集人員 　24０名[１２0名×2回]（年度計画により変動）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

５．開催時期 　３月下旬に２回開催。（1日コースを2回）

　　場所 　公共施設（愛三文化会館、刈谷市産業振興センターなど）

６．研修会の主な内容 (1)講　話

講師は各コース毎に会場世話人が実施

　　　テーマ「QCについて」 QC読本の第1章について説明

(2)グループ研修

【Ａコース】　リーダーの役割認識コース

　・「リーダーの役割」をグループ討論を通して学ぶ。

【Ｂコース】　問題解決コース（サイコロ工作ゲーム）

  ・サイコロ工作ゲームを通して、問題解決手順、ＱＣ７つ道具を学ぶ。

【Ｃコース】　問題解決コース（だるま落としゲーム）

  ・だるま落としゲームを通して、問題解決手順、ＱＣ７つ道具を学ぶ。

【Dコース】　問題解決コース（ジグソーパズルゲーム）

　・「ＱＣストーリー（問題解決の手順）」をジグソーパズルゲームを通して学ぶ。

７．研修会プログラム 　　 ※参考例

- ４ -

項　　目 内　　　　容



８．行事の留意点 (1)講話者の選出

各コースの会場世話人が講話を担当する

９．グループ研修の 　【グループ編成】１グループの人員は、５～７名で編成する。

内容

　【Ａコース：リーダーの役割認識コース】

①グループ討論を通して、「リーダーのあるべき姿」に近づくための行動をグループとし

　 て、個人として考えることをねらいとする。（次の手順で考える）

　・個人としての現状認識 ⇒ グループでのテーマ設定 ⇒ リーダーとしてのあるべき姿

　　⇒ 近づけるための行動 ⇒ グループとしての行動計画 ⇒ 個人としての行動計画

②「個人としての行動計画書」までを作成する。

　【Ｂコース：問題解決コース】　サイコロ工作

①「ＱＣ的問題解決の手順」と「ＱＣ七つ道具」をグループで知恵を出し合いながら、

　　　　　「サイコロ工作ゲーム」を通して学ぶ。

②日頃よく使われるＱＣ手法（チェックシート・グラフなど）を自分達で採ったデータを

　 　　整理しながら、「どんな場合にどんな手法をどのように使うとよいか」を学ぶ。

　【Ｃコース：問題解決コース】　だるま落とし

①「ＱＣストーリー」と「ＱＣ的問題解決の手順」、さらに「役割分担」と「活動計画の重

　　　　 要性」をだるま落としの体験を通して学ぶ。

②チーフアドバイザーの説明内容：ＱＣ的問題解決の手順とＱＣ手法

　　・問題解決の手順と問題解決に必要な会合、問題解決に役立つ手法

③ＱＣ手法活用は全コース中最も幅広い(チェックシート、グラフ、パレート図の他Ｎ７含む)

　【Ｄコース：問題解決コース】　ジグソーパズル

①「ＱＣストーリー」と「ＱＣ的問題解決の手順」、さらに「役割分担」と「活動計画の重

　　　　 要性」をジグソーパズルの作成体験を通して学ぶ。

②チーフアドバイザーの説明内容：ＱＣ的問題解決の手順とＱＣ手法

　　・問題解決の手順と問題解決に必要な会合、問題解決に役立つ手法

③ジグソーパズルは、全グループ同じものを使う。

　グループ研修結果の発表会

①各コース別・会場毎に研修結果を発表する。

②各グループアドバイザーは、担当グループの発表に対して「一言コメント」を述べる。

③総合講評は、コース担当の会場世話人が担当する。

④発表会での指導事項

・発表の仕方　　・発表時間　　・ＱＣ手法の書き方　　・グループの決め事の評価など

１０．なんでも相談会 参加者からの「事前質問票」と「研修会での疑問点」を解消するために、各コース別に、

各会場で、会場世話人・アドバイザーが質問に答える。

①進行リーダーは、コース担当会場世話人が担当する。

　・グループアドバイザーは、全員が回答者としての役割を担当する。

②グループアドバイザーは、事前に質問に対する回答を準備しておく。

項　　目 内　　　　容

- ５ -



２．２　ＱＣサークルリーダー研修会（中級）

１．行事のねらい 活動経験のある中堅リーダーの方が、自職場のＱＣサークル活動をより活発にするため

に、ＱＣ手法の勉強や他企業との交流を通じて意見交換を行ない、視野の拡大と実践能

力の向上をはかる。

　①体験学習を通して、問題解決や課題達成の手順、ＱＣ手法の習得を図る。

　②他社リーダーとの交流で、問題点の解決のヒントや活性化の工夫点を学ぶ。

２．参加して頂きたい方 ・原則としてＱＣサークルリーダーになって１～２年経験のある方

・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門のサークルリーダーの方

３．募集人員 　１２０名（年度計画により変動）

４．参加費 　１人　１１，０００円（資料・食事代・消費税含む）

５．開催時期 　１１月の中旬～下旬　（日帰り２日）

　　場所 　公共施設（愛三文化会館、刈谷市産業振興センターなど）

６．研修会の主な内容 (1) 講　話

・講師は、愛知地区世話人、または副世話人。

　テーマ：「リーダーはＱＣサークルの基本を勉強しよう」など

(2) 招待事例発表

・ＱＣサークル活動の運営事例（１件）の紹介

　（ＱＣサークル本部長賞東海支部選抜大会の優秀サークルから選ぶ）

(3) グループ研修

【Ａコース：リーダーの役割認識コース】　グループ討議

　・「リーダーの役割」をグループ討論を通して学ぶ。

【Ｂコース：問題解決の進め方コース】　ＱＣ酒造

　・体験学習（QC酒造）を通じて、事実を調査する重要性と事実を論理的に考える

　　ということを学ぶ。

【Ｃコース：ＱＣ手法の活用コース】　矢落とし

　・「問題解決の手順」と「ＱＣ手法（ﾋｽﾄｸﾞﾗﾑ）の活用方法」を矢落としｹﾞｰﾑを通して学ぶ。

【Ｄコース：課題達成型の進め方コース】　ジグソーパズル

　・「課題達成型ＱＣストーリー」と「新ＱＣ七つ道具」をジグソーパズルを通して学ぶ。

７．研修会プログラム ※参考例

- ６ -

項　　目 内　　　　容

招待事例発表



８．行事の留意点 (1) 招待事例

　招待事例は、ＱＣサークル本部長賞の運営事例又は、地区・支部大会の改善事例とする。

①招待事例の選出は、地区大会・支部大会を参考にして選出する。

②担当会社で選出して、地区長会社経由で依頼書を送付する。

(2) 講話者の選出

①地区の年度計画で、講話担当の地区役員（世話人、副世話人）が決めてあるので、

　　　　 地区年度計画を確認する。

②講話資料のパワーポイントは、テキストに掲載したものと同じものを使用する。

９．グループ研修の 　【グループ編成】１グループの人員は、５～７名で編成する。

内容

　【Ａコース：リーダーの役割認識コース】

①グループ討論を通して、「リーダーのあるべき姿」に近づくための行動をグループと

　　しての行動と、個人としての行動を考える。

②参加者個人の「リーダーとしての行動計画書」までを作成させる。

・「リーダーとしての行動計画書」は、後日、各社の窓口担当者経由で送付する。

　【Ｂコース：問題解決の進め方コース】

①「ケーススタディ」と「体験学習（QC酒造）」を通して、ＱＣサークルリーダーの役割と

　　効率的な運営方法や「ＱＣ的問題解決の手順」と「活動計画の重要性」を学ぶ。

　・ケーススタディは、製造部門と事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕部門の

２種類があるのでどちらかを選択する。

②アドバイザーは、リーダーとしての運営方法の着眼点を見つけるように指導する。

　【Ｃコース：ＱＣ手法の活用コース】

①ＱＣ手法を活用しての「問題解決能力」を「矢落としゲーム」を通して学ぶ。

　・データの取り方から、ＱＣ七つ道具（特にヒストグラム）を活用しての問題解決の

　　手順をグループで学ぶ。

　・ヒストグラムの説明には、ビデオ・パソコン等の視聴覚教材も活用するとよい。

　【Ｄコース：課題達成型の進め方コース】

①「課題達成型ＱＣストーリー」と「新ＱＣ七つ道具」とその使い方を

　 「ジグソーパズル」の作成体験を通して学ぶ。

②チーフアドバイザーの説明内容 ： 課題達成型ＱＣストーリーと新ＱＣ七つ道具

　・課題達成型ＱＣストーリーは、攻めどころ発掘シートをしっかり理解させる。

　・新ＱＣ七つ道具は、親和図法、連関図法、系統図法、マトリックス図法を説明。

　グループ研修結果の発表会

①各コース別・会場毎に研修結果を発表する。

②各グループアドバイザーは、担当グループの発表に対して「一言コメント」を述べる。

③総合講評は、コース担当の会場世話人が担当する。

④発表会での指導事項

　　・発表の仕方　　・発表時間　　・ＱＣ手法の書き方　　・グループの決め事の評価など

１０．なんでも相談会 参加者からの「事前質問票」と「研修会での疑問点」を解消するために、各コース別に、

各会場で、会場世話人・アドバイザーが質問に答える。

①進行リーダーは、コース担当会場世話人が担当する。

　・グループアドバイザーは、全員が回答者としての役割を担当する。

②グループアドバイザーは、事前に質問に対する回答を準備しておく。

②チーフアドバイザーの説明内容 ： 問題解決の手順とＱＣ七つ道具（ヒストグラムを中心）を説明。

- ７ -

項　　目 内　　　　容



２．３　ＱＣサークル事務・販売・サービス研修会（製造部門可）

１．行事のねらい 事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門のサークルリーダー・メンバーの方を対象に、
ＱＣｻｰｸﾙ活動の考え方や進め方についての「講話」、および「体験学習」を通じて、
問題解決の手順や課題達成の手順、ＱＣ手法を学び、さらに
日ごろの活動の悩み・問題点について情報交換と相互研鑚を図る。

２．参加して頂きたい方 ・事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門のリーダー・メンバーの方。

３．募集人員 　２２０名[１１０名×２回]（年度計画により変動）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

５．開催時期 　７月の初旬～中旬　（1日コースを2回）
　　場所 　公共施設（愛三文化会館、刈谷市産業振興センターなど）
６．研修会の内容 (1) 講　話

講師は各コース毎に会場世話人が実施
　　　テーマ「QCについて」 QC読本の第1章について説明

(2) グループ研修　
【Ａコース】　リーダーの役割認識コース（グループディスカッション）
  ・ 「リーダーのあるべき姿」について、グループ討論の中から習得する。
【Bコース】　問題解決コース（サイコロ工作ゲーム）
  ・サイコロ工作ゲームにより、問題解決手順、ＱＣ７つ道具（チェックシート・グラフなど）
   の使い方を学習する。

【Cコース】　問題解決コース（ジグソーパズル）
  ・新入社員など初学者向けに、リーダー初級のジグソー簡易版を使い研修する。
【Dコース】　課題達成コース（ジグソーパズル）
・ジグソーパズルにより、課題達成型手順、ＱＣ手法（系統図法・マトリックス図法）
  の使い方を学習する。　（事務販売サービス部門の方に必要）

７．研修会プログラム 　　 ※参考例

- ８ -

項　　目 内　　　　容

初
級

入
門



８．行事の留意点 (1) 講話者の選出

①地区の年度計画で、講話担当の地区役員（世話人、副世話人）が決めてあるので、

　 地区年度計画を確認する。

②講話資料のパワーポイントは、テキストに掲載したものと同じものを使用する。

③講話では、あとの研修に繋がるような内容で依頼する。

９．グループ研修の 　【グループ編成】１グループの人員は、５～７名で編成する。

内容 　【Ａコース：リーダーの役割認識コース】　グループディスカッション
①グループ討論を通して、「リーダーのあるべき姿」に近づくための行動をグループとし

　 て、個人として考えることをねらいとする。（次の手順で考える）

　・個人としての現状認識 ⇒ グループでのテーマ設定 ⇒ リーダーとしてのあるべき姿

　　⇒ 近づけるための行動 ⇒ グループとしての行動計画 ⇒ 個人としての行動計画

②「個人としての行動計画書」までを作成する。

　【Ｂコース：問題解決コース】　サイコロ工作

①「ＱＣ的問題解決の手順」と「ＱＣ七つ道具」をグループで知恵を出し合いながら、

　　　　　「サイコロ工作ゲーム」を通して学ぶ。

②日頃よく使われるＱＣ手法（チェックシート・グラフなど）を自分達で採ったデータを

　 　　整理しながら、「どんな場合にどんな手法をどのように使うとよいか」を学ぶ。

　【Cコース：問題解決コース】　ジグソーパズル

①穴埋め式問題など通常のジグソーパズル研修とは異なる、より簡単な題材を使い、

　　　　 サークル活動とは何かを理解してもらう。

②アドバイザーの参加者に対する基本的な接し方：サークル活動を全く知らない方も

　多く 参加しているため、サークル活動の楽しさを感じてもらえるよう接する。ＱＣ手法

　 の説明に偏重せず、チームでの問題解決の面白さを感じてもらう。

　【Dコース：課題達成コース】　ジグソーパズル

①穴埋め式問題など通常のジグソーパズル研修とは異なる、より簡単な題材を使い、

　 課題達成型の考え方を理解してもらう。

②課題達成コースでは問題解決型の活動経験がある方を対象としていますので

　問題解決との違いを整理しながら、チームによる課題解決の進め方を

　 習得してもらう。

　グループ研修結果の発表会

①各コース別・会場毎に研修結果を発表する。

②各グループアドバイザーは、担当グループの発表に対して「一言コメント」を述べる。

③総合講評は、コース担当の会場世話人が担当する。

④発表会での指導事項

・発表の仕方　　・発表時間　　・ＱＣ手法の書き方　　・グループの決め事の評価など

１０．なんでも相談会 参加者からの「事前質問票」と「研修会での疑問点」を解消するために、各コース別に、

各会場で、会場世話人・アドバイザーが質問に答える。

①進行リーダーは、コース担当会場世話人が担当する。

　・グループアドバイザーは、全員が回答者としての役割を担当する。

②グループアドバイザーは、事前に質問に対する回答を準備しておく。

初
級
コ
ー

ス

入
門
コ
ー

ス
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項　　目 内　　　　容



２．４　ＱＣサークル推進者・支援者・推進事務局研修会

１．行事のねらい 推進者・支援者・推進事務局の役割を再認識し、ＱＣサークルの関心度・支援度を高めよう
　①なんでも相談会や他社参加者との情報交換で、自社への展開のヒントをつかむ。

　②他社の参加者とのネットワークづくりも目指します。

２．参加して頂きたい方 ・ＱＣサークル推進者 ： ＱＣサークルを直接指導する立場の監督者の方。

　　（係長、主任、工長、組長、推進スタッフ、事務局など）

・ＱＣサークル支援者 ： 推進者を指導し、職場を管理する立場の方。

　　（部長、次長、課長、室長など）

・ＱＣサークル推進事務局：推進事務局を担当される方。

　　（全社、ブロック、工場、部の事務局など）

３．募集人員 　１５０名（年度計画により変動）

４．参加費 　１人　１１，０００円（資料・食事代・消費税含む）

５．開催時期 　９月下旬～１０月上旬（日帰り２日）

    場所 　公共施設（愛三文化会館、刈谷市産業振興センターなど）

６．研修会の内容 (1) 招待事例

①推進者と支援者で、合同で１件の発表。

②愛知地区大会などで発表された推進事例から、

　参考事例として相応しい体験談を選出して紹介。

(2) 講　話

①「推進者」・「推進事務局」・「支援者」の合同で聴講する。

②講師は、愛知地区世話人・副世話人または、東海支部副世話人。

(3) グループ研修

推進者コース

　・推進者としてのあるべき姿と役割をグループ討論を通して学ぶ。

支援者コース

　・支援者としてのあるべき姿と役割をグループ討論を通して学ぶ。

推進事務局コース

　・推進事務局としてのあるべき姿と役割をグループ討論を通して学ぶ。

７．研修会プログラム 　　 ※参考例

- １０ -

項　　目 内　　　　容

（部長・次長・課長・室長など）

（係長・主任・工長・組長・推進スタッフなど）

推進者

支援者



８．行事の留意点 (1) 招待事例

　招待事例の選出は、地区大会等での発表実績のあるものを優先する。

①招待事例の内容は、地区大会等の優秀事例から選出するが、該当する事例が

　ない場合は、個別に相応しい内容の事例を選出してもよい。

②担当会社で選出して、地区長会社経由で依頼書を送付する。

(2) 講話者の選出

①地区の年度計画で、講話担当の地区役員（世話人、副世話人）が決めてあるので、

　 地区年度計画を確認する。

②講話資料のパワーポイントは、テキストに掲載したものと同じものを使用する。

９．グループ研修の (1)グループ編成

内容 １グループの人員は、5～7名で編成する。

(2) グループ研修のテーマ

　【推進者コース】【推進事務局コース】

　【支援者コース】

①グループ討論で、グループ全員の知識・情報を活用し、解決策の検討を通して

　推進者・推進事務局・支援者の役割と責任の理解を深め、

　「あるべき姿」と「やるべきこと」を学習する。

②グループ討論の結果から、推進者・支援者として、自社で推進・支援するための

　「私の推進計画書」または「私の支援計画書」を作成する。

　また、推進事務局として、どうやってQCサークル活動を活性化させていくのか

　「私の推進事務局計画書」を作成する。

　※記入されたものは、回収して後日、各社の窓口経由で送付する。

(3) グループ研修結果の発表会

①各コース別会場毎に研修結果を発表する。

②各グループアドバイザーは、担当グループの発表に対して「一言コメント」を述べる。

③総合講評は、コース担当の会場世話人が担当する。

④グループ数が多い場合は、発表に時間がかかるので、時間配分を検討すること。

⑤発表会での指導事項

・発表の仕方　　・発表時間　　・ＱＣ手法の書き方　　・グループの決め事の評価　等

１０．合同発表会 （1）全コースが同会場へ集合し、合同発表会

①各コース代表１グループによる発表。（代表選定はチーフＡＤ一任）

②各発表ごとに、質疑応答を実施する。

※各役割での討議結果を共有し、相互研鑚の場とする。

（2）なんでも相談会

参加者からの「事前質問票」と「研修会での疑問点」を解消するために、各コース別に、

各会場で、会場世話人・アドバイザーが質問に答える。

①進行リーダーは、コース担当会場世話人が担当する。

　・グループアドバイザーは、全員が回答者としての役割を担当する。

②グループアドバイザーは、事前に質問に対する回答を準備しておく。

- １１ -

項　　目 内　　　　容



２．５　ＱＣサークルいきいき事例研究大会

１．行事のねらい 体験談発表（改善事例）会では、会場世話人による中身の濃い指導と､事例で学ぼうワイワイ

研究会では参加者とパネラーが一体となり、成功例 ・失敗例を含め活発な討論を行う。

さらに講演会では、講師の豊富な経験と知識を聴いて相互啓発の場とします。

２．参加して頂きたい方 製造部門から、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門までの各企業・団体の
ＱＣサークルリーダー・メンバーから、ＱＣサークルを指導・支援される世話人・推進者、

推進事務局、経営トップの方。

３．募集人員 　４００名（年度計画により変動・オンデマンド聴講は人数制限なし）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

※発表１件につき、発表者１名は無料。

オンデマンドﾞ視聴 体験談発表のみ １人　 ４，５００円 （消費税含む）

５．開催時期 　４月中旬

　　場所 　公共施設（愛三文化会館など）

６．大会の内容 (1) 体験談発表

参加会社によるＱＣサークル体験談、推進事例の発表会

・体験談発表は、3会場×7件＝21件 を基本とする

・会場世話人は講評文を清書し、遅くとも5営業日以内に行事担当会社に送付する。

(2) 事例で学ぼうワイワイ研究会

「製造部門での活動」「事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門での活動」

「管理・監督者による推進」の３会場で、

模範事例発表と質疑討論、地区役員・幹事が参加者の質問に対し回答する。

(3) 講演会

幅広い分野で活躍されている方をお招きし、講師の経験と豊富な知識の話をして頂く。

ＱＣサークル活動や品質管理の枠を超えた方の講演とする。

(4) 体験談表彰式

午前中に発表された体験談の表彰式

・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

７．大会プログラム ※参考例参考例　　

・プログラムは体験談発表件数で変動する。

- １２ -

項　　目 内　　　　容

・製造部門、事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕部門、推進事例により発表会場をわけて行う。



８．行事の留意点 (1) 行事企画全般

①体験談発表件数は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

②参加募集人員は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

③体験談発表会は、発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れること。

(2) 招待事例

①事例で学ぼうワイワイ研究会の招待事例は、地区大会で発表した優秀事例から

　　選出する。

　　・３会場で、それぞれの区分に応じた事例を選出する。

②担当会社で選出して、地区長会社経由で依頼書を送付する。

(3) 講演者

①講演者は、ＱＣサークル・品質管理の枠を越えた、幅広い分野から選出するとよい。

(4) 役員・幹事の役割分担

①「開会挨拶」は、行事担当会社の責任者（役員または部長クラスの方）。

②役割分担は、担当会社が全役員・幹事に「出欠確認」を取り、「幹事レベルアップ

　　ツール」の「じゃぁどうするシート」の役割希望と「役割分担検討会」の結果を確認

　　して、役割分担（案）を作成し、地区幹事長と調整をとり、最終決定する。

９．大会の詳細 (1) 体験談発表

①発表会場別に会場世話人が講評して、活動・運営の仕方などをアドバイスする。

②発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れているので、各会場とも

　　発表の開始時間がプログラム通りになるように調整する(同時間スタート)。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

④自社の発表サークルに限り、指定席での写真撮影・動画撮影を許可する。

⑤発表された体験談は、会場世話人が審査員となり表彰名を決定する。

⑥会場世話人は、「ＱＣサークル」誌へ推薦する体験談も選出する。

（該当なしの場合もある）

(2) 事例で学ぼうワイワイ研究会

①３つの会場で、模範事例発表と質疑討論、参加者の事前質問に対する回答を行う。

(3) 講演

①事前に必要機材や説明資料を確認・入手して、バックアップも準備するとよい。

②録音録画する場合は、事前に確認をとっておくこと。

(4) 体験談表彰式

①午前中に発表された体験談の表彰式

　・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

　・更に、「ＱＣサークル」誌への推薦事例も紹介する。

②受賞サークルの代表者が集まらない場合があるので、事前確認を徹底すること。

③体験談発表会の表彰状用の筒を忘れずに！

④地区長賞、優秀賞は、記念盾も授与する。

諸般の事情で間に合わないと判断した場合は、後日、郵送する。

(5) 相談コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な悩みの個人的な相談について、経験豊富な地区

　役員・幹事が個別に対応するコーナーを設定する。

(6) 図書コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な参考資料やＣＤなどの販売コーナーを設置する。

・利用する施設のルールにより、事前届け出が必要な場合がある。

・図書の販売は、日科技連出版社が担当する。
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２．６　ＱＣサークルカキツバタ大会

１．行事のねらい 優秀な改善事例を聴講することでサークル活動の活性化、人財育成に役立てる。

QCサークルを導入して間もない企業や社外発表の経験がないサークルの

交流の場とし地区発表大会への「入り口」とする。

講演会では、講師の豊富な経験と知識を聴いて相互啓発の場とする。

２．参加して頂きたい方  ・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の経営者、管理者、

　推進者、リーダー、メンバー、事務局。

 ・ＱＣサークルを導入して間もない企業や社外発表の経験がないサークルの

　推進者、リーダー、メンバーなど。

３．募集人員 ４６０名　（年度計画により変動・オンデマンド聴講は人数制限なし）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

※発表１件につき、発表者1名は無料。

※初めての社外発表事例交流会（改善フェスティバル）は無料招待。

オンデマンドﾞ視聴 体験談発表のみ １人　 ４，５００円 （消費税含む）

５．開催時期 　　５月中旬～下旬

　　場所 公共施設（愛三文化会館など）

６．大会の内容 体験談発表

(1)参加会社によるＱＣサークル体験談、事例の発表会

・会場世話人は講評文を清書し、遅くとも5営業日以内に行事担当会社に送付する。

(2)初めての社外発表事例交流会（改善フェスティバル）

　発表する事例も各社での様式その物を活用し、相互研鑽の場とする。

(3) 講演会

幅広い分野で活躍されている方をお招きし、講師の経験と豊富な知識の話をして頂く。

ＱＣサークル活動や品質管理の枠を超えた方の講演とする。

７．大会プログラム ※参考例　　

参加者受付

開会あいさつ

お知らせ・会場移動

司会者紹介・発表要領の説明

体験談発表　６件×２会場

昼食休憩

体験談発表　６件×２会場

会場移動（休憩）

講演　（フルセット コンサルティング　古里 和敬　様）

体験談表彰式

閉会挨拶

・プログラムは体験談発表件数で変動する。

※改善Fesについては午前中で実施し午後からは一般参加者と同じ

司会者/ファシリテーター紹介・発表要領の説明

ミニ講演会

交流会　６件×１会場

昼食休憩

体験談発表聴講

講演 午後からは体験談発表、

体験談表彰式 講演を聴講

閉会挨拶

No. 時間 内容

4 9:25 ～ 9:30

5 9:30
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～ 10:00

6 10:00 ～ 12:00

16:48 ～ 16:53

9 15:28 ～ 16:28

10 16:28 ～ 16:48
11

6 11:58 ～ 12:50

5 9:30 ～ 11:58

～ 9:30

3 9:15 ～ 9:25

4 9:25

2 9:10 ～ 9:15

改善Fes

1 8:50 ～ 9:10

7 12:50 ～ 15:18

項　　目 内　　　　容

No. 時間 内容

・製造部門、事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕に分けて発表を行う。

・製造部門、事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕問わず参加者全員の交流の場とし

事例発表会

改善Fes

事例発表会

9 15:28 ～ 16:28

10 16:28 ～ 16:48

12:50 ～ 15:28

7 12:00 ～ 12:50

8

11 16:48 ～ 16:53

8 15:18 ～ 15:28



８．行事の留意点 (1) 行事企画全般

①体験談発表件数は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

②参加募集人員は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

③体験談発表会は、発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れること。

(2) 役員・幹事の役割分担

①「開会挨拶」は、行事担当会社の責任者。（役員または部長クラスの方）

②役割分担は、担当会社が全役員・幹事に「出欠確認」を取り、「幹事レベルアップ

　　ツール」の「じゃぁどうするシート」の役割希望と「役割分担検討会」の結果を確認

　　して、役割分担（案）を作成し、地区幹事長と調整をとり、最終決定する。

９．大会の詳細 (1) 体験談発表

①発表会場別に会場世話人が講評して、活動・運営の仕方などをアドバイスする。

②発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れているので、各会場とも

　　発表の開始時間がプログラム通りになるように調整する(同時間スタート)。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

④自社の発表サークルに限り、指定席での写真撮影・動画撮影を許可する。

⑤発表された体験談は、会場世話人が審査員となり表彰名を決定する。

⑥会場世話人は、「ＱＣサークル」誌へ推薦する体験談も選出する。

（該当なしの場合もある）

(2) 交流会（改善Fes）

①交流会会場にて各社発表事例を掲示し車座方式で発表と意見交換会を開催する。

②各社発表ならびに意見交換会ではファシリテータを担当する幹事、世話人が意見が

　出やすいように誘導、アドバイスし活発な意見交換など相互の学び場とする。

③交流会で発表されたサークルは表彰の対象外とし「発表賞」として景品を授与する。

④交流会終了後は一般聴講者と同じく改善事例、講演を聴講する。

(3) 講演

①事前に必要機材や説明資料を確認・入手して、バックアップも準備するとよい。

②録音録画する場合は、事前に確認をとっておくこと。

(4) 体験談表彰式

①体験談の表彰式

　・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

　・更に、「ＱＣサークル」誌への推薦事例も紹介する。

　※交流会での発表事例は表彰の対象外とする。

②受賞サークルの代表者が集まらない場合があるので、事前確認を徹底すること。

③体験談発表会の表彰状用の筒を忘れずに！

④地区長賞、優秀賞は、記念盾も授与する。

諸般の事情で間に合わないと判断した場合は、後日、郵送する。

- １５ -

項　　目 内　　　　容



２．７　ＱＣサークルフレッシュ＆チャレンジ大会

１．行事のねらい ＱＣサークル活動を導入して間もない企業、これから導入しようとしている企業の方々、

更には活動をレベルアップさせたいサークルへの道しるべとなる場を提供する。

　（参考）

2018年度までは、フレッシュ大会として開催。

参加しやすいように、午後の半日大会として愛知地区内で２会場で開催していたが

近年、製造改善事例増により各大会での吸収（いきいき、飛躍成果、ステップアップ

各大会）が限界に来ているため、２０１９年度より大会を１日化し製造改善事例も

 並行して発表できる大会に変更した。

２．参加して頂きたい方 製造部門から、事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕部門までの各企業・団体のＱＣｻｰｸﾙ
ﾘｰﾀﾞｰ・ﾒﾝﾊﾞｰから、ＱＣｻｰｸﾙを指導・支援される世話人・推進者、推進事務局、経営ﾄｯﾌﾟの方

①ＱＣサークルを始めて間もない企業の方

②これからＱＣサークル活動を導入しようとしている企業の方

③会社に入社されて間もない新入社員の方

④既にQCサークル活動を導入し更なるレベルアップをさせたい企業の方

３．募集人員 　５００名（年度計画により変動・オンデマンド聴講は人数制限なし）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

※発表１件につき、発表者１名は無料。

オンデマンドﾞ視聴 体験談発表のみ １人　 ４，５００円 （消費税含む）

５．開催時期 　６月中旬

　　場所 　公共施設（愛三文化会館など）

６．大会の内容 (1) 体験談発表

参加会社によるＱＣサークル体験談の発表会（フレッシュ部門の発表は、幹事会社以外）

・体験談発表は、フレッシュ部門、チャレンジ部門それぞれ会場を分けて発表

・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の体験談発表を行う。

・会場世話人は講評文を清書し、遅くとも5営業日以内に行事担当会社に送付する。

(2) なんでも相談会

・地区役員・幹事が参加者の質問（ＱＣサークルの運営の仕方、問題解決の進め方など）

　に対して回答・アドバイスをする。

(3) 体験談発表表彰式

午前・午後に発表された体験談の表彰式

・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

　（2017年度から、フレッシュ大会にも地区長賞を新設した）

７．大会プログラム ※参考例　　

№ 内　　容

1 　参加者受付

2 　開会挨拶

3 　プログラム説明

4 　事例発表：6件×3会場（発表区分： フレッシュ）

（発表関係：20分、移動：2分、3事例後に休憩 11分）

5 　昼食・休憩

6 　事例発表：5件×3会場（発表区分： チャレンジ）

（発表関係：20分、移動：2分、3事例後に休憩 11分）

7 　なんでも相談会

8 　体験談発表表彰式

9 　閉会挨拶

・プログラムは体験談発表件数で変動する。
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16:40～16:45 5分

16:20～16:40 20分

15:00～16:20 80分

12:50～14:47 117分

12:04～12:50 46分

 5分

9:45～12:04 139分

項　　目 内　　　　容

時  刻 時間

9:05～9:30 25分

9:30～9:35  5分

9:35～9:40



８．行事の留意点 (1) 行事企画全般

①体験談発表件数は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

②参加募集人員は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

③フレッシュ部門の体験談発表は、幹事会社以外の企業とする。

④体験談発表会は、発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れること。

(2) 体験談発表

①発表件数が集まりにくい場合があるので、年間の行事予約の活用や幹事会社の

　関連会社への呼びかけを行うとよい。

(3) 役員・幹事の役割分担

①「開会挨拶」は、行事担当会社の責任者（役員または部長クラスの方）。

②「なんでも相談会」のリーダーは、地区役員（世話人・副世話人）が担当する。

③役割分担は、担当会社が全役員・幹事に「出欠確認」を取り、「幹事レベルアップ

　　ツール」の「じゃぁどうするシート」の役割希望と「役割分担検討会」の結果を確認

　　して、役割分担（案）を作成し、地区幹事長と調整をとり、最終決定する。

９．大会の詳細 (1) 体験談発表会

①会場別に会場世話人が講評して、活動・運営の仕方等をアドバイスする。

②発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れているので、各会場とも

　　発表の開始時間がプログラム通りになるように調整する(同時間スタート)。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

④自社の発表サークルに限り、指定席での写真撮影・動画撮影を許可する。

⑤発表された体験談は、会場世話人が審査員となり、表彰名を決定する。

⑥会場世話人は、「ＱＣサークル」誌へ推薦する体験談も選出する。

（該当なしの場合もある）

(2) なんでも相談会

①地区役員・幹事が、参加者からの事前質問や当日の発表会の中で疑問点など

　　ＱＣサークル活動の運営の仕方、問題解決の進め方などについて回答する。

②回答者は、地区役員（１名）、地区幹事（３名）が担当する。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

(3) 体験談表彰式

①当日発表された体験談の表彰式

　・フレッシュ部門は、地区長賞：１件、優秀賞：１件、奨励賞（前記以外）を、

　　チャレンジ部門は、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞（前記以外）を

　　選出して表彰する。

　・更に、「ＱＣサークル」誌への推薦事例も紹介する。

②受賞サークルの代表者が集まらない場合があるので、事前確認を徹底すること。

③表彰状用の筒を忘れずに！

④地区長賞・優秀賞は、記念盾も授与する。

諸般の事情で間に合わないと判断した場合は、後日、郵送する。

(4) 図書コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な参考資料やＣＤなどの販売コーナーを設置する。

・利用する施設のルールにより、事前届け出が必要な場合がある。

・図書の販売は、日科技連出版社が担当する。

- １７ -

項　　目 内　　　　容



２．８　ＱＣサークル職場改善飛躍成果発表大会

１．行事のねらい TQMをベースとした企業の職場改善活動と、愛知のものづくり人づくりの基盤を支えてきた、
職場第一線の頑張り成果を挙げた事例をもとに発表する人、参加する人の相互研鑚の場

づくりを目的とします。

２．参加して頂きたい方 ・経営者、管理者、推進者、リーダー、メンバー、事務局などの方　既にQCサークル活動を
　行っている方は勿論のこと、それ以外の これからQCサークル活動を導入しようとする方、

　また、再スタートの方も参考になると思います。

・初参加の方も大歓迎です。

３．募集人員 　４５０名（年度計画により変動・オンデマンド聴講は人数制限なし）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料・昼食代・消費税含む）

※発表１件につき、発表者１名は無料。

オンデマンドﾞ視聴 体験談発表のみ １人　 ４，５００円 （消費税含む）

５．開催時期 　１０月中旬

　　場所 公共施設（愛三文化会館など）

６．大会の内容 (1) 体験談発表

参加会社によるＱＣサークル体験談、育成・推進事例の発表会

・体験談発表は、午前　：　3会場×8件＝２4件

　　　　　　　　　　　午後　：　3会場×8件＝２４件

・育成・推進事例、チャレンジサークル事例、フレッシュ事例に分けて発表を行う。

・会場世話人は講評文を清書し、遅くとも5営業日以内に行事担当会社に送付する。

(2) 講演

・ＱＣサークル本部の役員・幹事の方、または地区内外企業のトップの方による講演

(3) 体験談表彰式

午前と午後に発表された体験談の表彰式

７．大会プログラム

・プログラムは体験談発表件数で変動する。

項　　目 内　　　　容

・各区分・会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

・「チャレンジ製造」「チャレンジ事・販・サ」部門のそれぞれから、１件の知事賞を授与する。
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※参考例
No,

1 ８：２５～８：４５ ２０分 　受付（エントランスロビー）

2 ８：４５～８：５５ １０分 　開会挨拶（もちのきホール）・お知らせ

3 ８：５５～９：１０ １５分 　会場移動（各発表会場へ）

4 ９：１０～１１：４５ １５５分 　体験談発表（４会場　計２４件）　途中小休憩

5 １１：４５～１２：３５ ５０分 　昼食・休憩

6 １２：３５～１５：１０ １５５分 　体験談発表（４会場　計２４件）　途中小休憩

7 １５：１０～１５：３０ ２０分 　会場移動（もちのきホールへ）・小休憩

8 １５：３０～１６：３０ ６０分

9 １６：３０～１６：５５ ２５分 　表彰式

10 １６：５５～１７：００ ５分 　閉会挨拶・解散

時　　間 内　　　　　容

　講演 ：　「日本のモノづくりとトヨタのＱＣサークル活動」
　講師 ： 　ＱＣサークル本部長
　　　　　　　一般財団法人日本科学技術連盟 理事長　　　佐々木　眞一 　氏

３会場

３会場



８．行事の留意点 (1) 行事企画全般

①体験談発表件数は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

②参加募集人員は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

③体験談発表会は、発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れること。

(2) 講演者

①ＱＣサークル本部の役員・幹事か、地区内外企業のトップの方などからお招きするとよい。

②ＱＣサークル本部の役員・幹事の方は、年間１名は講演費を無料でお呼びできる。

(3) 役員・幹事の役割分担

①「開会挨拶」は、行事担当会社の責任者（役員または部長クラスの方）。

②全体の役割分担は、担当会社が全役員・幹事に「出欠確認」を取り、「幹事レベルアップ

　　ツール」の「じゃぁどうするシート」の役割希望と「役割分担検討会」の結果を確認して、

　　役割分担（案）を作成し、地区幹事長と調整をとり、最終決定する。

③体験談発表が、午前・午後にあるため、会場世話人（審査・講評）が、一番多く必要。

　　全役員・幹事に出席して頂かないと役割分担が難しくなる。

９．大会の詳細 (1) 体験談発表

①発表会場別に会場世話人が講評して、活動・運営の仕方等をアドバイスする。

②発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れているので、各会場とも

　　発表の開始時間がプログラム通りになるように調整する(同時間スタート)。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

④自社の発表サークルに限り、指定席での写真撮影・動画撮影を許可する。

⑤発表された体験談は、会場世話人が審査員となり、表彰名を決定する。

⑥知事賞は、製造部門改善事例から１件、事・販・サ改善事例から１件選出。

　　・「製造部門改善事例」は、２４件を４会場で発表するので、選出は４会場の世話人

　　全員で、決定してもらう必要があるので、事前の準備が必要である。

※会場世話人の全員に体験談の前刷り集を配布する。

　　・午後の発表が終わってから、講演会（１時間）の間に選出・決定が必要。

⑦会場世話人は、「ＱＣサークル」誌へ推薦する体験談も選出する。（該当なしの場合もある）

⑧幹事会社は、フレッシュ部門では発表しない。

(2) 講演

①事前に必要機材や説明資料を確認・入手して、バックアップも準備するとよい。

②録音録画する場合は、事前に確認をとっておくこと。

(3) 体験談表彰式

①午前・午後に発表された体験談の表彰式

　・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

②「知事賞」は、愛知県の代表の方から、表彰状を授与していただく。

　・「知事賞」の表彰状は、事前に送付されるが、受賞サークル名等は、当日の

審査後に記入しなければならないので、賞状記入できる人の準備をすること。

③「ＱＣサークル」誌への推薦事例も紹介する。

④受賞サークルの代表者が集まらない場合があるので、事前確認を徹底すること。

⑤体験談発表会の表彰状用の筒を忘れずに！

⑥地区長賞、優秀賞は、記念盾も授与する。

諸般の事情で間に合わないと判断した場合は、後日、郵送する。

(4) 相談コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な悩みの個人的な相談について、経験豊富な地区

　役員・幹事が個別に対応するコーナーを設定する。

(5) 図書コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な参考資料やＣＤなどの販売コーナーを設置する。

・利用する施設のルールにより、事前届け出が必要な場合がある。

・図書の販売は、日科技連出版社が担当する。
- １９ -

項　　目 内　　　　容



１．行事のねらい

　聴講を通じ、さらなる活動の質的向上・活性化に役立てる。

２．参加して頂きたい方

推進者、リーダー、メンバー、事務局。

 ・既にＱＣサークル活動を行っている方以外でも、これからＱＣサークル活動、小集団活動を

　 導入しようとする方、再スタートされる方。

３．募集人員 ４５０名　（年度計画により変動・オンデマンド聴講は人数制限なし）

４．参加費 　１人　５，５００円（資料代・昼食代・消費税を含む）

※発表１件につき、発表者１名は無料。

オンデマンドﾞ視聴 体験談発表のみ １人　 ４，５００円 （消費税含む）

５．開催時期 １２月初旬～中旬

　　場所 公共施設（愛三文化会館など）

６．大会の内容 体験談発表

(1)参加会社によるＱＣサークル体験談、事例の発表会

・会場世話人は講評文を清書し、遅くとも5営業日以内に行事担当会社に送付する。

(2) 講演会

幅広い分野で活躍されている方をお招きし、講師の経験と豊富な知識の話をして頂く。

ＱＣサークル活動や品質管理の枠を超えた方の講演とする。

７．大会プログラム ※参考例

・プログラムは体験談発表件数で変動する。

・製造部門、事務・販売・ｻｰﾋﾞｽ〔含む医療・福祉〕に分けて発表を行う。

- ２０ -

 ・製造部門、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門の経営者、管理者、

２．９　ステップアップ大会
(2023年度から、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門本部長賞地区選抜大会を廃止し、ステップアップ大会の単体開催へ)

項　　目 内　　　　要
・製造部門及び、事務・販売・サービス〔含む医療・福祉〕部門のサークル改善事例の

No,

1 ８：２５～８：４５ ２０分 　受付（エントランスロビー）

2 ８：４５～８：５５ １０分 　開会挨拶（もちのきホール）・お知らせ

3 ８：５５～９：１０ １５分 　会場移動（各発表会場へ）

4 ９：１０～１１：４５ １５５分 　体験談発表（４会場　計２４件）　途中小休憩

5 １１：４５～１２：３５ ５０分 　昼食・休憩

6 １２：３５～１５：１０ １５５分 　体験談発表（４会場　計２４件）　途中小休憩

7 １５：１０～１５：３０ ２０分 　会場移動（もちのきホールへ）・小休憩

8 １５：３０～１６：３０ ６０分

9 １６：３０～１６：５５ ２５分 　表彰式

10 １６：５５～１７：００ ５分 　閉会挨拶・解散

時　　間 内　　　　　容

　講演 ：　「日本のモノづくりとトヨタのＱＣサークル活動」
　講師 ： 　ＱＣサークル本部長
　　　　　　　一般財団法人日本科学技術連盟 理事長　　　佐々木　眞一 　氏



８．行事の留意点 (1) 行事企画全般

①体験談発表件数は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

②参加募集人員は、年度計画により目標が設定されているので確認する。

③体験談発表会は、発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れること。

(2) 役員・幹事の役割分担

①「開会挨拶」は、行事担当会社の責任者。（役員または部長クラスの方）

②役割分担は、担当会社が全役員・幹事に「出欠確認」を取り、「幹事レベルアップ

　　ツール」の「じゃぁどうするシート」の役割希望と「役割分担検討会」の結果を確認

　　して、役割分担（案）を作成し、地区幹事長と調整をとり、最終決定する。

９．大会の詳細 (1) 体験談発表

①発表会場別に会場世話人が講評して、活動・運営の仕方などをアドバイスする。

②発表と発表の間に「他会場への移動時間（３分）」を入れているので、各会場とも

　　発表の開始時間がプログラム通りになるように調整する(同時間スタート)。

③質問が出にくい場合は、インタビュアーが質問を引き出すのも大切な役割である。

④自社の発表サークルに限り、指定席での写真撮影・動画撮影を許可する。

⑤発表された体験談は、会場世話人が審査員となり表彰名を決定する。

⑥会場世話人は、「ＱＣサークル」誌へ推薦する体験談も選出する。

（該当なしの場合もある）

(2) 講演

①事前に必要機材や説明資料を確認・入手して、バックアップも準備するとよい。

②録音録画する場合は、事前に確認をとっておくこと。

(3) 体験談表彰式

①体験談の表彰式

　・各会場毎に、地区長賞：１件、優秀賞：１件、優良賞：(前記以外)を選出して表彰する。

　・更に、「ＱＣサークル」誌への推薦事例も紹介する。

②受賞サークルの代表者が集まらない場合があるので、事前確認を徹底すること。

③体験談発表会の表彰状用の筒を忘れずに！

④地区長賞、優秀賞は、記念盾も授与する。

諸般の事情で間に合わないと判断した場合は、後日、郵送する。

(4) 相談コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な悩みの個人的な相談について、経験豊富な地区

 役員・幹事が個別に対応するコーナーを設定する。

(5) 図書コーナー

・ＱＣサークル活動に関する様々な参考資料やＣＤなどの販売コーナーを設置する。

・利用する施設のルールにより、事前届け出が必要な場合がある。

・図書の販売は、日科技連出版社が担当する。

- ２１-

項　　目 内　　　　容



２．１０　ＱＣサークル企業代表者懇談会

１．行事のねらい 愛知地区幹事会社、愛知地区企業の経営者・代表者層の方を対象に、講話・地区の活動
状況説明、幹事活動事例、意見交換会を通して、地区活動の紹介と普及・拡大を行う

①幹事会社の代表者をお招きし感謝の意を表す

②今後、ＱＣサークルを普及拡大したい企業をお招きする

③近い将来幹事会社になって欲しい企業をお招きする

④幹事の上司を招待し地区活動の理解を深めていただく

２．参加して頂きたい方 愛知地区幹事会社の企業代表者の方
愛知地区幹事会社以外の企業代表者の方

①幹事会社の関連企業で、幹事会社から紹介された企業の方

②愛知地区として、ＱＣサークル活動に参加して頂きたいと考えている企業の方

③今後、幹事会社として協力して頂きたい企業の方

④幹事（特にライン幹事）の上司の方

３．募集人員 　６０～８０名（役員・幹事を含む）

４．参加費 　無料

５．開催時期 　７月中旬～８月上旬

　　場所 　公共施設･民間施設（トヨタ産業技術記念館）　等

６．懇談会の内容  (1) 講話
ＱＣサークル活動の基本的な考え方や活性化の工夫など（前年度支部長）

 (2) 愛知地区活動概要説明
愛知地区の行事内容の紹介と活動状況など（地区幹事長）

 (3) 愛知地区幹事活動報告

 (4) 意見交換会

 (5) 食事と懇談会
出席された全員の方が、愛知地区役員や他社の出席者との情報交換の場とする

７．懇談会プログラム ※参考例

№ 内　　容

1 　参加者受付

2 　開会挨拶

3 　講　話　（支部世話人）

4 　休　憩

5 　愛知地区活動概要説明（幹事長）

6 　愛知地区幹事活動報告（幹事：２名）

7 パネルでの幹事の活動状況紹介　（休　憩）

8 　意見交換会

9 　アンケート記入・会場移動

10 　食事と懇談会

（参加者を７～８名のグループに分けて実施）

90分

- ２２ -

15:15～15:45 30分

15:45～16:10 25分

16:10～17:30 80分

17:30～17:45 15分

17:45～19:00

14:25～14:35 10分

14:35～15:15 40分

13:30～13:35 5分

13:35～14:25 50分

時  刻 時間

13:00～13:30 30分

項　　目 内　　　　容

愛知地区幹事が活動を通し、体験や学んだことを社内展開したことなど
（スタッフ幹事･ライン幹事　各１名）

参加された企業代表者の方に事前に頂いた「ご意見承り書」の内容やご意見について
意見交換会を行う



８．行事の留意点  (1) 講話者の選出
①講話は、地区長会社が前年度の東海支部長または前年度愛知地区長に依頼する
　　※上記の方が都合が悪い場合は、東海支部世話人・副世話人でも検討するとよい

 (2) 役員・幹事の役割分担
①愛知地区活動の説明は、地区幹事長の役割とする

②その他の役割は、全幹事に「出欠確認」を取らないので、地区役員・地区長会社と
   副地区長会社が主体に担当する

　・参加者の案内担当は、地区世話人・副世話人が担当する

　・司会は、副地区長会社のスタッフ幹事が担当する

　・幹事活動の報告は、新任幹事研修会で発表した２名の方にお願いする

　・質問マイク係は、地区長会社のライン幹事が担当する

９．懇談会の詳細  (1) 講　話
①ＱＣサークル活動の進め方や思いを話して頂く

 (2) 愛知地区活動概要説明
　・当年度の愛知地区の活動計画、行事内容の紹介及び３月～６月までの活動実績も
 　 報告する（地区幹事長）

　・配布資料には、東海支部活動計画（冊子）も準備する

 (3) 愛知地区幹事活動報告
①スタッフ幹事（１名）とライン幹事（1名）が、幹事になってからの活動状況を報告して、
 　幹事会社及び非幹事会社の企業代表者に幹事活動を知って頂く

②報告内容は、幹事になって体験したこと、学んだこと、自社へ展開したことなど
　 ※新任幹事研修会とは参加者が異なるので、企業代表者用に報告内容を変えること

 (4) 意見交換会
①出席者に事前に頂いた「ご意見承り書」の集約結果についての意見交換会を地区
   役員をパネラーとして行う

 (5) 食事と懇談会
愛知地区役員が、グループ世話役になり、参加者による情報交換のお手伝いをする

①参加者相互の情報交換の場として行う

②参加者の情報が不足の場合は、地区役員・幹事が情報を提供する

③夕食・飲み物等の準備をする

１０．各幹事会社訪問  (1) 上記の方法で企業代表者懇談会を開催しない場合は下記の通り実施する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４年度試行中）

①各幹事会社に対して「ご意見賜り書」を発送し、幹事の上司・企業代表者から

　日ごろの愛知地区活動に対するご意見、ご要望をお伺いする。（10～１１月）

②回答をいただいた「ご意見賜り書」について、内容を整理したうえで今後の地区の

　活動に反映させるよう地区活動方針との整合を図る。（12月）

③訪問をご希望される幹事会社については、別途訪問日程を調整し幹事長、副幹事長、

　世話人など地区役員にて訪問を計画する。

④訪問に際しては、派遣していただいている幹事の頑張りをPRし感謝の意を示す。

　また、愛知地区の活動方針や活動内容を説明しご理解を得るとともに

　いただいたご意見、ご要望、ご期待などについてご説明し今後の地区活動への

　ご理解・ご支援をいただく。

項　　目 内　　　　容

- ２３ -



３．１　新任幹事研修会

１．行事のねらい 愛知地区の新任幹事の方を対象に、講話、先輩幹事の体験談、ＧＤ、スキルアップ研修や

幹事マニュアルの解説等を通して、幹事の心構え、あるべき姿を学ぶ。

　・地区幹事としての即戦力となるための勉強会。

　・第１回幹事総会も、１日目に開催する。

２．参加して頂きたい方 愛知地区幹事会社の新任幹事の方。
①前年３月～当年２月の間に新規登録された幹事。

３．対象人員 　その年度の新任幹事全員。

４．参加費 　無料

５．開催時期 　３月初旬～中旬。

　　場所 　公共施設（愛三文化会館、刈谷市産業振興センターなど）

６．研修会の内容 (1) 愛知地区規定・活動の説明

(2) 幹事マニュアル・地区行事の解説

愛知地区で作成した「幹事マニュアル」と「地区行事の紹介」の説明を聞いて、幹事の

具体的な活動の仕方を学びます。

(3) レベルアップシートと普及拡大委員会活動（ＤＭ）の説明

「幹事レベルアップツール」と「地区ＤＭ」のしくみ、活用の仕方を学びます。

(4) 先輩幹事の体験談発表

①先輩幹事が、幹事活動での体験や学んで社内展開したことなどを紹介する。

②スタッフ幹事、ライン幹事：各１名。

(5) インタビュアーマニュアルの説明及び実演習

ビデオを見て学び、先輩幹事が質問者となって新任幹事がインタビュ実践を行う。

(6) 各委員会毎のＧＤ

各委員会活動の役割分担や日程・場所などを確認する。

(7) 新任幹事の不安払拭ＧＤ

なんでも話し、幹事間のコミュニケーションを図る

(8) スキルアップ研修Ⅰ

(9) スキルアップ研修Ⅱ

リーダー研修会（初級）での役割担当に向けて、ＧＤアドバイザーの役割訓練を行います。

７．研修会プログラム ※参考例

№ 内　　容

　受付

　開会挨拶・オリエンテーション、新任幹事紹介

　規定・地区活動の概要

　幹事マニュアルの解説

　レベルアップシートの説明

　普及拡大委員会の活動

　昼食・休憩

　先輩幹事体験談発表(2名)

　インタビュア実践

　委員会毎のGD

　幹事総会

　懇親会

　新任幹事の不安払拭GD

　スキルアップ研修Ⅰ（問題解決の進め方・Ｑ７特性要因図)

　スキルアップ研修Ⅱ（リーダー初級研修)
　（昼食・休憩）

　各研修（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）コース毎に摺合せ

　閉会挨拶・アンケート・片付け・解散

(12:00～12:50) (50分)

15:35～16:05

 11:00～12:00 60分

30分

16:05～16:45 40分

- ２４ -

２
日
目

90分 9:20～10:50

150分

80分

14:30～15:10 40分

15:20～17:10 110分

13:10～14:30

18:00～20:00 120分

12:50～15:20

項　　目 内　　　　容

「問題解決の進め方」とＱ７・特性要因図の講義からQCサークル（小集団）活動を正しく理解する。

時  刻 時間

30分

 9:55～ 10:25 30分

10:35～11:05 30分

11:05～11:30 25分
１
日
目

 9:00～ 9:30 30分

 9:30～ 9:55 25分

11:30～11:40 10分

11:40～12:40 60分

12:40～13:10



８．行事の留意点 (1) 役員・幹事の役割分担

①規定・行事の説明は、幹事長とする。

②「講評の仕方」説明は、地区方針の役割分担による世話人または副世話人とする。

③幹事マニュアル・地区行事の紹介は、活性化委員会のメンバー（幹事）とする。

④ＧＤⅡ：スキルアップ研修の発表・指導の役割の役員は、地区方針の役割分担による

　　世話人または副世話人とする。

⑤幹事レベルアップツールの説明は、活性化委員会。

　　普及拡大委員会の活動説明は普及拡大委員会のメンバー（幹事）とする。

⑥質問マイク係は、担当会社で担当する。

(2) 先輩幹事の体験談発表

①スタッフ幹事とライン幹事：各１名を選出して依頼する。（前年度に副幹事長より依頼）

②選出時期が、１１～１２月なので、幹事交代の有無や発表経験者リストを参照すること。

(3) インタビュアーの実践

①大会のインタビューDVD鑑賞の準備と確認。

②新任幹事全員でインタビューの演習をする。

③質問者は先輩幹事とし、困った経験など困難な状況を想定した質問をする。

(4) 新任幹事への配付資料

①必要資料は、事前配付をする。

　　・特に、インタビュア実践の事例は事前によく読んでもらうことが大切である。

　　・配付資料はリーダー研修会（初級）の行事担当会社と連絡をとり、できるだけ

　　　重複を避けて配付する。

②前任幹事からの引継ぎ資料の有無も確認すること。

(5) 第１回幹事総会

①幹事総会の進行は、地区長会社が担当するので、地区事務局と連携をとって

　　抜けの無いようにすること。

(6) スキルアップ研修Ⅰ

①「問題解決の進め方」「Ｑ７：特性要因図」のテキストを事前に配布する。(地区ＨＰに掲載)

②「問題解決の進め方」「Ｑ７：特性要因図」の講義を受け、ＱＣ的ものの見方・考え方を

　　中心とした『ＱＣサークルの基本』を学ぶ。

③講義で学んだ知識をスキルアップ研修Ⅱで実践することで体得する。

(7) スキルアップ研修Ⅱ

①リーダー研修会（初級）でのグループアドバイザーができるようになるためのスキル

　　アップ研修を４コースに分けて実施する。

②リーダー研修会（初級）の行事担当会社と連絡をとり、スキルアップ研修を体験した

　　コースの役割分担ができるように配慮する。

(8) レベルアップツールと普及拡大委員会活動（ＤＭ）の説明

①幹事としての育成項目が織り込まれているので、しっかり理解してもらうこと。

②幹事へ愛知地区普及拡大へのご協力をお願いする。

(9) 委員会毎のＧＤ

① スタッフ幹事：委員会毎の役割分担、日程と場所を決定確認。

各委員長を中心に、新任幹事の紹介など進行する。

② ライン幹事： 各班分けなど活動日程と場所の決定確認。

代表が中心となり、班長や新任幹事の紹介など進行する。

- ２５ -

項　　目 内　　　　容



３．２　幹事研修会

１．行事のねらい 愛知地区幹事として、地区活動に対する理解と認識を深め、各自の行動指針に

反映させる。

　・委員会活動中間報告、第３回幹事会も同日に合わせて開催する。

２．参加して頂きたい方 愛知地区幹事会社の幹事全員。
愛知地区役員（地区担当の支部副世話人を含む）。

３．対象人員 　その年度の愛知地区幹事全員。

４．参加費 　無料。

５．開催時期 　８月下旬。（宿泊の有無については、その年の環境変化によって変更有り）

　　場所 　研修施設。（宿泊が可能あるいは近隣に宿泊施設がある研修施設）

６．研修会の内容 (1) 講話

地区長の講話を聴講して学ぶ。

(2) GDⅠ　スキルアップ研修 「審査・講評の仕方」

① 愛知地区審査表の着眼ポイントと解釈、仕方の講義。

② 招待事例を聴講し、審査結果（ばらつき）をＧＤの中で議論し、気づきを得る。

③ ②と同様に、ＧＤの中で講評文を発表し合い、着眼ポイントの共通理解を得る。

④ 他のグループの講評演習を見聞きし、講評のスキルを吸収する。

(3)  一点自慢事例の紹介

①幹事会社各社で取組みされたＱＣサークル活性化活動の事例紹介。

②事前投票で選出された５～６件を紹介する。

(4) 支部の活動状況と各地区の取組

愛知地区選出の支部役員より、情報展開をする。

(5)

①年度後半の研修会のスキルアップ研修を行う。

７．研修会プログラム ※参考例

№ 内　　容

　受付

　開会挨拶・研修会の進め方の説明

　講話

　招待事例発表

　（昼　食・休　憩）

　一点自慢紹介（表彰あり、全体質疑なし）

　支部の活動動向と各地区の取組み状況（含Ｑ＆Ａ）

　各委員会活動報告および質疑応答

　幹事会 

　宿泊・２日目の説明

  懇親会
　(宿　泊)

　役員・幹事の受付

　スケジュール説明

 （昼　食・休　憩）

　スキルアップ研修Ⅲ（リーダー中級研修）

　幹事研修会の全体総評

　閉会挨拶・アンケート記入・会場・備品の片付け

　解 散

　スキルアップ研修Ⅱ（推進者・支援者・推進事務局 合宿研修）

12:30～13:20  50分

13:50～16:00 130分

１
日
目

- ２６ -

２
日
目

 8:00～ 8:20  20分

 8:20～ 8:25  5分

 8:30～13:50  270分

16:10～16:30 20分

16:00～16:10  10分

 70分

18:05～18:15  10分

18:30～20:30 120分

16:55～18:05

　スキルアップ研修Ⅰ（審査・講評の仕方）…GD： 講評の仕方

14:40～15:05  25分

15:05～15:25  20分

　スキルアップ研修Ⅰ（審査・講評の仕方）…審査ポイントの解説

10:40～11:00 20分

11:00～12:00 60分 　スキルアップ研修Ⅰ（審査・講評の仕方）…GD： 審査のバラつき

9:30～10:30 60分

12:40～14:40 120分

15:35～16:45  70分

時  刻 時間

12:00～12:40 40分

 8:00～ 8:30 30分

 8:30～ 8:40  10分

 8:40～9:30  50分

項　　目 内　　　　容

ＧＤⅡ・Ⅲ　スキルアップ研修

　・対象は、ＧＤⅡ：推進者 支援者 推進事務局合宿研修会、ＧＤⅢ：リーダー（中級）研修会。



８．行事の留意点 (1) 講話者の選出

①講話は、当年度の地区長に依頼する。

(2) 「審査・講評の仕方」の招待事例の選出

①愛知地区内で発表された体験談から、問題解決型の事例を選出する。

②担当会社で選出して、地区長会社経由で依頼書を送付する。

(3) GDⅠ研修　　審査・講評の仕方　

①作成した大会の講評ビデオを映し全員で鑑賞する。

②報文集・審査用紙・講評用紙の事前配布と、発表する幹事と人数を決めておく。

③グループ単位で審査・講評結果を発表し、共通理解と"気づき"を得る。

(4) 一点自慢事例紹介

①一点自慢事例は、７月中旬までに全幹事会社から１点ずつ（各社）応募していただき、

　出席者に事前配布・事前投票により、５～６件を選出する。

②選出された事例作成者に事前に発表準備を連絡しておく。

③発表者・応募者には、記念品を贈呈する。

(5) 幹事会

①支部活動の動向と各地区の取組み状況とＱ＆Ａ。

　　・支部活動の説明は、地区担当の支部副世話人に依頼する。

②今年度および中期活動の取組みについての意見交換。

　　・午前中の委員会活動報告の詳細についての討論会などにするとよい。

③進行は、地区幹事長が行う。

(6) GDⅡ,Ⅲスキルアップ研修

①年度後半の研修会のスキルアップ研修を行う。

・推進者・支援者・推進事務局 合宿研修会、リーダー（中級）研修会を対象とする。

・各コースのアドバイザーマニュアルに沿って実践し、注意点などの共通認識を図る。

・直近に開催される「推進者・支援者・推進事務局コース」は、幹事自身が付箋に意見

 出しを行い、「発表資料の ２  と ３ を実践」して、進め方の共通認識を図る。

(付箋の意見に質問応答する中で、参加者同士と他社交流を促すことができる)

・「リーダー（中級）研修会」は、別日(10月)に事前研修会が開催されるため、短めの

   時間設定になっている。

(7) 役員ミーティングの場

①役員ミーティングが開催される場合があるので、別室を確保しておくとよい。

- ２７ -

項　　目 内　　　　容



3．3　ＱＣサークル運営事例選考会

１．行事のねらい 愛知地区から応募のあった「運営事例」について優秀な事例を選考し
東海支部の本部長賞支部選抜大会（７月）に推薦する

２．参加して頂きたい方 愛知地区役員（愛知地区　世話人　副世話人　幹事長　副幹事長）
※必要に応じ愛知地区幹事にも事例選考を依頼する

３．募集人員 ―

４．参加費 ―

５．開催時期 　仮予約募集：11月上旬～12月上旬（前年度）

　事例選考：５月中旬

６．事例募集～選考・  (1) 仮予約募集
　　推薦までの手順 次年度の行事参加案内・仮予約（副地区長会社）

 (2) 応募された運営事例の件数集計
東海支部から要請された事例数（例年８～９件）に対しての応募事例数の確認と

支部への報告（地区長会社）

 (3) 応募会社への再確認
応募された企業へ選考会事例提出の意思最終確認と事例提出期限の連絡

（４月下旬までに発表用パワーポイントでの提出を依頼する）

 (4) 事例選考会
愛知地区役員にて応募された事例を選考する

①支部推薦枠以上の応募があった場合は推薦枠での優秀事例を選考する

②支部推薦枠に満たない場合は推薦に値する内容であるか確認し場合によっては

　推薦を見送る

 (5) 事例の講評
選考会で確認した事例に対しては、地区役員からの講評を添えて応募会社へ

フィードバックする　（推薦できなかった事例に対しても同様に講評をフィードバックする）

 (6) 支部選抜大会への推薦・事例提出
推薦された事例については地区役員からの講評を参考に事例のブラッシュアップをし、

本部長支部選抜大会の準備日程に合わせて事例の提出をする

７．その他 （1）選考会にあたっては事前に特命委員会にて応募事例件数、選考会日程（期間）の

留意事項 調整を行い地区役員で共有する
（2）提出いただく事例については通常の発表用パワーポイント版とし応募会社への

工数負担を軽減する
（3）選考された事例については地区役員間で共有するとともに支部へ推薦する

※今回初めての企画であるため今年度試行し、課題・改善点等を次回マニュアルに

　見直し反映することとする

項　　目 内　　　　容

- ２７-





初版発行 ：２００８年　１月
第２版発行 ：２００９年　１月
第３版発行 ：２０１０年　１月
第４版発行 ：２０１１年　１月
第５版発行 ：２０１２年　１月
第６版発行 ：２０１３年　２月
第７版発行 ：２０１４年　１月
第８版発行 ：２０１５年　１月
第９版発行 ：２０１６年　２月
第１０版発行 ：２０１７年　２月
第１１版発行 ：２０１８年　２月
第１２版発行 ：２０１９年　２月
第１３版発行 ：２０２０年　２月
第１４版発行 ：２０２１年　２月
第１５版発行 ：２０２２年　２月
第１６版発行 ：２０２３年　２月
第１７版発行 ：２０２４年　２月
第１８版発行 ：２０２５年　２月

ＱＣサークル東海支部愛知地区　活性化委員会

　　委員長 熊谷　哲也  （ ㈱デンソー ）

行事 ワーキンググループ

リーダー 岩瀬　洋一　  （ ㈱アイシン ）
メンバー 福田　富夫  （ 豊田合成㈱ ）

横畑　正則    （ 豊臣機工㈱ ）
久米　明弘  （ ㈱アドヴィックス ）
水谷　和生  （ 日本特殊陶業㈱ ）
益永　萌央    （ ㈱アーレスティ ）

副世話人 渡部　正光　  （ アイシン機工㈱ ）
幹 事 長 渡辺　玲　  （ アイシン高丘㈱ ）
副幹事長 尾崎　洋  （ 愛三工業㈱ ）

事 務 局 稲垣　里美　  （ アイシン高丘㈱ ）
副事務局 古賀　賢一　  （ 愛三工業㈱ ）

本資料を無断で全部または一部の複写・複製・転載することを禁じます。
これらの承諾については、ＱＣサークル東海支部愛知地区までお問い合わせください。


